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歴史学の手順
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源頼朝による「東国」の荘園・公領の支配権の表明。根拠以仁王（後白河法皇二男）の令旨。史料 『吾妻鏡』 （治承四年八月一九日条「関東 こと施行のはじめなり」 ）
一一八五年（文治元）
守護・地頭の設置を認められる。幕府の主柱の成立。
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頼朝が右近衛大将に任命される。近衛大将を幕下と呼称。
一一九二年（建久三）
頼朝が征夷大将軍に任命される。将軍の陣幕＝幕府。
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「奥州合戦」
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八九四年
菅原道真の建言により遣唐使中止
一四八五年
山城の国一揆
一四九二年
コロンブスのアメリカ大陸再発見
一五八八年
刀狩令
一六八五年
生類憐れみに関する法令
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g歴史
m大
L
i流
’
K捉
G
j
N
N
i
.
e
L
e
C
‘
&
V
J
V個々
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f歴史
短˜期
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G
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x
^
„
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f
A
‘
&
一五一
九八八年
尾張国郡司百姓が国司の非法を訴える
一〇八六年
院政開始
一一八九年
奥州合戦
一二八五年
霜月騒動
一三九二年
南北朝合一
一七八七年
寛政の改革
一七八九年
フランス革命
一八八九年
大日本帝国憲法発布
一九九 年
ペルシャ湾に海上自衛隊
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Œ
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もうひとつの鎌倉幕府、義経と奥州幕府構想
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j放映
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V
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〈
〉は年齢
平治元年（一一五九）
誕生〈〉
永暦元年（一一六〇）
父義朝、尾張国で殺される
嘉応元年（一一六九）
義経、鞍馬寺に入る 〈
〉
承安四年（一一七四）
義経、奥州に下る 〈
〉
治承四年（一一八〇）
義経、駿河国黄瀬川の宿で頼朝と対面〈
〉
元暦元年（一一八四）
義経、範頼ととも 平氏追討に向かう左衛門尉に任じられ、 「使」 （＝検非違使）の宣旨を蒙る
文治元年（一一八五）
屋島の戦い（二月二十九日）
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壇ノ浦の戦い（三月二十四日）相模国酒勾に到着。頼朝、北条時政を遣わし、義経の鎌倉入りを禁ず（五月十五日）腰越から大江広元に書状を送り、心情を訴える＝腰越状（五月二十四日）義経、参院し、頼朝追討宣旨を請う（十月十六日）義経、頼朝追討宣旨を下されるも、応じるものなし（十月二十二日）
文治二年（一一八六）
義経、 「義行」と改名される 五 十日）義経、さらに「義顕」と改名される（十一月二十四日）
文治三年（一一八七）
義経、山伏姿で、伊勢・美濃を経て、奥州に下るという（二月十日）
文治五年（一一八九）
義経、衣河館にて妻子と自害〈
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約二百日対陣するが決着つかず
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十五日
上杉謙信、善光寺に到着
軍勢一万三〇〇〇人
十六日
上杉謙信、妻女山に陣をしく
二十四日
武田信玄、雨宮渡を封鎖（＝上杉軍の補給や本国との連絡を遮断）
二十九日
武田信玄、海津城に入る。軍勢二万人
九月
九日
武田信玄、 「啄木鳥戦法」を採用。一隊は翌朝に妻女山を夜襲、信玄本隊は川中島の八幡原に布
陣し、上杉軍を挟み撃ちにするという作戦。
山本勘助の進言「味方の二万の軍勢のうち、一万
二千を割いて、妻女山に向かわせ、明朝六時よ
り攻撃を開始する。そうすれば上杉軍は負けても勝っても山を降り、千曲川を越えて川中島方面に退くであろう。そこで信玄本隊八千の兵を上杉軍の退路に先まわりして待ち伏せさせ、前後からはさみ討ちすれば勝利まちがいなし」
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しかし上杉軍は武田軍の動きを見抜き、夜のうちに妻女山を下り、雨宮渡で河を渡り、八幡原の
武田本隊に向けて行動を開始。
十日
午前八時ころ、川中島で戦闘開始。武田軍苦戦武田信繁（弟） ・両角虎光（老臣八十一歳）ら戦死
信玄と謙信の一騎打ち「信玄を討ち取ろうとしていた謙信は、十二騎の
武士を従え、武田軍の陣地を突破し、信玄の身
辺に殺到した。謙信は一騎で信玄に迫り、 「お前、ここに居たか」と大声をあげて斬りかかった。信玄は床几に腰をかけたまま、 「さがれ」と叫び、軍配うちわをあげて、謙信の太刀を受けとめた。謙信は二の太刀、三の太刀まで斬りさげた。軍配は裂け 二の太刀が信玄の肩を傷つけた
｣
午前十時ころ、武田軍別働隊が川中島に合流。上杉軍は前後より武田軍の攻撃にあって善光寺に
撤退（＝
武田方の勝利。謙信は武田領に攻め入りながら領地を奪うことができなかったため）
午後四時ころ、信玄が追撃する全軍を八幡原 撤収死者は武田軍四〇〇〇人余
上杉軍三〇〇〇人余であった。
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